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2020 年 8 月 3 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
30
日
、全
国
の
１
日
で
の

新
た
な
感
染
者
が

１
３
０
５
人
に
達
し
た
」

「
岩
手
県
で
も
初
め
て
２

名
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
」「
大
阪
、
愛
知
、
福
岡
、

京
都
、
沖
縄
、
岐
阜
、
三

重
、
栃
木
、
徳
島
の
９
府

県
が
過
去
最
多
を
更
新
し

た
」「
31
日
、
東
京
は

４
６
３
人
と
な
っ
た
」「
年

齢
層
の
拡
大
や
家
庭
内
感

染
が
増
え
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
東
京
都
医
師
会
長
が

エ
ピ
セ
ン
タ
ー
へ
の
徹
底

し
た
対
応
、
国
会
を
開
け
、

こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
、

と
悲
痛
な
訴
え
を
し
た
」

「
世
田
谷
区
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
対
象
を
大
幅
に
広
げ

て
実
施
す
る
そ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
27
日
、
グ

ル
ー
プ
約
２
８
０
社
に
対

し
在
宅
勤
務
率
を
５
割
か

ら
７
割
に
引
き
上
げ
た
」

「
今
年
は
お
盆
に
帰
れ
な

い
。
東
京
か
ら
来
た
人
が

感
染
源
と
思
わ
れ
る
か

ら
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」追
加

発
注
問
題
。「
全
戸
向
け
配

布
完
了
の
２
日
後
の
６
月

22
日
に
、
伊
藤
忠
商
事
な

ど
９
業
者
に
計
約
５
８
０

０
万
枚
を
追
加
発
注
し
て

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
28
日
、
安
倍
首
相

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

か
ん
す
る
緊
急
申
し
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
で
は
、「
感
染

急
拡
大
は
、
き
わ
め
て
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
抑
止
す
る

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を

文
字
通
り
大
規
模
に
実
施

し
、
陽
性
者
を
隔
離
・
保

護
す
る
取
り
組
み
を
行
う

感
染
震
源
地
（

エ
ピ
セ
ン
タ
ー
）

の

徹
底
検
査
を

　
　
志
位
委
員
長
が
政
府
に
緊
急
申
し
入
れ

以
外
な
い
」
と
し
て
、
次

の
４
点
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

①
感
染
震
源
地
（
エ
ピ

セ
ン
タ
ー
）
を
明
確
に
し
、

そ
の
地
域
の
住
民
、
事
業

所
の
在
勤
者
の
全
体
に
対

し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
②
地
域
ご
と

の
感
染
状
況
の
情
報
を
住

民
に
開
示
す
る
こ
と
③
医

療
機
関
、
介
護
施
設
、
福

祉
施
設
、
保
育
園
・
幼
稚

園
、
学
校
な
ど
集
団
感
染

に
よ
る
リ
ス
ク
が
高
い
施

設
に
勤
務
す
る
職
員
等
へ

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
こ
と
④
検
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

陽
性
者
を
隔
離
・
保
護
・

治
療
す
る
体
制
を
緊
急
に

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
。

全
国
の
各
地
域
か
ら
緊
急

の
市
民
的
行
動
を
起
こ
そ

う
　

申
し
入
れ
後
の
記
者
会

見
で
志
位
氏
は
、「
全
国
の

各
地
域
―
―
と
く
に
感
染

が
急
拡
大
し
て
い
る
地
域

で
、『
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
抜
本

的
に
増
や
し
、
安
全
・
安

心
の
社
会
を
つ
く
れ
』『
住

民
に
感
染
状
況
に
関
す
る

情
報
を
詳
し
く
開
示
せ

よ
』
な
ど
を
掲
げ
、
緊
急

の
市
民
的
運
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け

ま
す
。
現
在
の
危
機
的
状

況
を
、
草
の
根
か
ら
の
市

民
の
運
動
に
よ
っ
て
打
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

エ
ピ
セ
ン
タ
ー
と
は
、

「
感
染
者
・
と
く
に
無
症
状

の
感
染
者
が
集
ま
り
、
感

染
が
持
続
的
に
集
積
す
る

地
域
」
の
こ
と
。

（「
緊
急
申
し
入
れ
」
と
記

者
会
見
の
全
文
は
共
産
党

HP
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

安
倍
首
相
は
国
会
で

説
明
責
任
果
た
せ

　

感
染
拡
大
が
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
、
政
府
の
観
光
需
要
喚

起
策
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
事
業
を
め
ぐ
る
迷
走
、

豪
雨
災
害
の
被
災
者
救
援

と
復
旧
…
。
安
倍
首
相
自

ら
が
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
問
題
が
次
か
ら
次
へ

と
起
き
て
い
る
の
に
、
安

倍
首
相
の
姿
が
見
え
ま
せ

ん
。
６
月
17
日
の
通
常
国

会
閉
会
後
、
閉
会
中
審
査

に
も
一
度
も
出
席
せ
ず
、

記
者
会
見
も
翌
18
日
だ
け
。

首
相
の
雲
隠
れ
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
（
K
）　

　
　
　
　

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
」

「
不
評
、不
要
の
声
が
強
い

の
に
追
加
発
注
と
は
。
税

金
の
使
う
と
こ
ろ
が
違
う

だ
ろ
う
」「
介
護
施
設
な
ど

へ
の
８
千
万
枚
の
追
加
配

布
は
、
批
判
を
受
け
、
厚

労
省
が
一
律
配
布
を
断
念

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
「
安
倍
首
相
は
、国
民
が

苦
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
の
に
、
国
会
に
出

席
せ
ず
、
記
者
会
見
も

行
っ
て
い
な
い
」「
30
日
、

共
産
党
な
ど
野
党
４
党
が

憲
法
53
条
に
基
づ
く
臨
時

国
会
召
集
を
要
請
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
内
景
気
、
内
閣
府
の

発
表
。「
政
府
は
回
復
し
て

い
る
と
言
っ
て
き
た
が
、

18
年
秋
か
ら
景
気
は
後
退

し
て
い
た
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
」「
景
気
後
退
で
の

消
費
税
増
税
は
無
謀
だ
っ

た
」「
景
気
回
復
に
は
大
幅

賃
上
げ
が
必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
北
と
北
陸
で
記
録
的

な
豪
雨
。「
山
形
県
で
は
最

上
川
が
４
カ
所
で
氾
濫
。

住
宅
浸
水
被
害
（
県
内

８
８
棟
）
が
発
生
し
た
」

勝
訴
（
29
日
）。「
援
護
対

象
外
と
さ
れ
た
全
員
を
被

爆
者
と
認
定
し
た
」「
高
齢

化
し
て
い
る
。
国
は
控
訴

を
断
念
し
て
早
く
補
償
し

て
あ
げ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
が
無
観
客
で

始
ま
る
。「
大
谷
は
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
が
、
前
の

試
合
で
は
先
発
投
手
と
し

て
１
ア
ウ
ト
も
と
れ
な

か
っ
た
」「
筒
香
は
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
野
菜
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
」「
し
ば
ら
く
続
き

そ
う
だ
と
い
う
」「
長
か
っ

た
梅
雨
も
、
８
月
に
な
っ

て
明
け
る
か
？
」「
８
月
に

入
っ
た
場
合
は
梅
雨
明
け

と
は
言
わ
な
い
そ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
た
」

「
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
鳴
き

声
は
よ
く
聞
く
」「
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
が
都
会
で
は
減
っ
て

い
る
」

中島飛行機武蔵製作所への空襲
写真パネル展

日時：8月 4日 ( 火 ) ～ 12 日 ( 水 )
場所：武蔵野市役所 1 階ロビー
戦争中、武蔵野通研はゼロ戦や隼のエンジン工

場でした。そのため B29 により多数の爆撃を

受けました。爆撃の惨害、緑町周辺に今も残る

戦争遺跡を紹介します。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
一
般
病
院
の

８
割
強
で
５
月
の
収
益
が

前
年
同
月
よ
り
減
る
こ
と

が
、
独
立
行
政
法
人
福
祉

医
療
機
構
の
調
査
で
分
か

り
ま
し
た
（
図
）。「
病
院

経
営
に
と
っ
て
想
定
を
は

る
か
に
超
え
る
影
響
」
だ

と
指
摘
し
、
１
割
滅
収
が

３
カ
月
続
け
ば
「
お
よ
そ

25
％
の
病
院
で
資
金
繰
り

が
苦
し
く
な
る
」
と
分
析

し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機 

一
般
病
院
８
割
減
収

  
安
定
運
営
へ
補
て
ん
求
め
る
声
　

　
　
　
　
　
福
祉
医
療
機
構
が
調
査
　

  

「
病
院
の
安
定
的

運
営
に
向
け
て
必
要

な
制
度
」（
複
数
回

答
）
と
し
て
、
療
養

型
病
院
と
精
神
科
病

院
を
含
め
た
全

３
１
１
病
院
の
う
ち

74
・
９
％
が
「
減
収
補
て

ん
」、
66
・
６
％
が
「
速
や

か
な
検
査
体
制
の
確
保
」、

64
・
３
％
が
「
医
療
資
材

の
円
滑
な
供
給
」
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

新
自
由
主
義
を
乗
り
越

え
た
先
に
ど
ん
な
希
望
あ

る
社
会
が
開
け
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
日
本
共
産
党
綱

領
が
示
し
て
い
ま
す
。

　

綱
領
は
日
本
社
会
を
、

国
民
の
暮
ら
し
と
権
利
を

守
る
ル
ー
ル
が
な
い

「
ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義
」

と
特
徴
付
け
て
い
ま
す
。

自
民
党
政
権
に
よ
る
新
自

由
主
義
政
策
の
も
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
雇
用
や
社
会
保

シリーズ   破たんした新自由主義 ④

　日本共産党綱領の示すビジョン
　　二つのゆがみただし
　　　　ルールある経済社会へ

障
の
脆
弱
さ
な
ど
、
こ
の

「
ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義
」

の
害
悪
が
噴
き
出
し
ま
し

た
。
そ
の
根
本
に
あ
る
の

が
「
財
界
中
心
」「
米
国
い

い
な
り
」
と
い
う
日
本
政

治
の
二
つ
の
ゆ
が
み
で
す
。

　

日
本
共
産
党
綱
領
は
こ

の
ゆ
が
み
を
た
だ
し
、
新

自
由
主
義
を
乗
り
越
え
た

先
に
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済

社
会
」「
国
民
が
主
人
公
」

の
日
本
を
つ
く
る
展
望
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

次
回
発
行
は
８
月
17
日

で
す
。

世界の富豪「課税私たちに」

各国政府に求める書簡
“実質的・恒久的な増税を直ちに”

　

世
界
の
富
豪
ら
が
、「
私

た
ち
に
は
果
た
す
べ
き
重

要
な
役
割
が
あ
る
」
と
し
、

自
分
た
ち
の
よ
う
な
富
裕

層
に
「
実
質
的
で
恒
久
的

な
増
税
」
を
す
る
よ
う
求

め
る
書
簡
を
発
表
し
ま
し

た
（
7
月
13
日
）。

　

書
簡
は
「
わ
れ
わ
れ
の

よ
う
な
地
球
上
で
最
も
裕

福
な
人
々
へ
の
恒
久
的
な

増
税
に
よ
っ
て
医
療
、
学

校
、
治
安
維
持
の
た
め
に

十
分
な
資
金
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
。

　

15
日
現
在
、
米
国
を
中

心
に
富
豪
92
人
が
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
創
業
家
の
ア
ビ
ゲ
イ

ル
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
氏
や
、ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

「
ベ
ン
&
ジ
ェ
リ
ー
ズ
」の

ジ
ェ
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ズ
氏
な
ど
が
賛

同
し
て
い
ま
す
。

「
11
市
町
村
で
２
４
０
０

人
が
避
難
し
た
。
九
州
な

ど
の
被
害
を
受
け
、
早
め

の
避
難
を
し
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
黒
い
雨
」
裁
判
、全
面


